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第2表　牧草のミネラルとそのノミランス

場　 所

採 草

月 日

草種

乾　 物 （％）
。a≡H g 当量比

C a M g Ⅹ

外 山

分 場

7 枚 区

8．4 0 ．8 0．2 5 0．1 7 4．9 0 4．9 1

エ2 0 0 ．8 0．2 7 0．1 9 5．9 0 5．7 0

7 2 0 1 ．C 1．5 9 0．5 1 2 ．8 ° 1．2 8

注．OG　オーチャードグラス
1C　ラジノ　グロー／て

（1971）

第5表　牛飲用水のミネラル含量　1971．11．19

成 分 C a O M g O E 2　0 N a 2 0

水 源地 （p p m ） （p p m ） （p p m ） （p p m ）

本　　 場 1 4．0 0 5．2 0 1．4 0 8．8 8

外

山

分

場

有 畜 舎 4，5 8 2．0 4 0．7 0 4．5 5

1 4 枚 区 2．5 0 1．5 8 0．5 0 2．7 0

無 畜 舎 8．2 5 1．5 5 0．D 5 2．8 0

大　 尺 5．0 0 0．7 2 0．0 4 2．5 0

牧草は，71年に発生の多かった牧区について発生後

に分析したものであるが，〇・αでは‘月7月ともに

Mg含有率が0．2％以下と低いが，1・C（ラジノク

ローバ）では7月0．51％と高い値を示している。また

E／Mg＋Ca当量比では0・任が2回とも2．2以上で高

く1■Cは低い。また野草，樹薬類，マメ科牧草，イネ

科牧草に分けCa＋Mgの含有率を比校した結果では，

‘月はマメ科＞野草幸樹菓煩＞イネ科の順，8月は樹

葉頼＞野草＞マメ科＞イネ科の順であった（第2表）。

牛の飲用水の無機成分を分場と本場を比較するとい

ずれの値も本場が高い傾向にある。また分場の四つの

水源地についてみると低Mg血症の発生が多かった牧

区に給水している大尺水源地で特にMgOが低い値を示

している（第5表）。

9　ま　　と　　め

低Mg血症の発生は気温の目差の激しい春と秋で特

に放牧初期に多い。分場の土壌，牧草，水は未発地の

本場に比LMg含量が低い。牧草は野草類に比べCa

＋Mg含量が少なく特にイネ科が低い傾向にある。

治療はMg剤の皮下及び静脈内注射が有効と思われ

るが，血清Caが低下している場合があるのでCa剤

その他強心，強肝，栄養剤の併用が望ましい。また重

症のものでは死亡するものもあるので早期発見が重要

である。

予防は治療に用いたMg剤の放牧時108－200椚βの

皮下注射が効果があるように思われる。また経口投与，

施肥，飲水泥与など行ってみたが効果は不明である。

本症についての発生のメカニズムは我が国はもちろ

ん世界で解明されておらず予防法も確立されていない。

本症の発生は急性であり致死率も高く他疾病に比し被

害も大きい。今後放牧の励行とともに本症多発の恐れ

があり，肉用牛のみでなく乳牛の発生も予想される。

以上のことから外山分場は現地で適用できる予防法の

確立の必要性を認め，土嚢，草，牛の各部門から予防

法について試験中である。

貯蔵粗飼料大量調製と請負方式について

漆原礼二・駒米　勉

（岩手県苗産試験場）

1　ま　え　が　き

近年岩手県では，大規模な畜産開発が行われ，肉用

牛の生産牧場が開設され，公社牧場，繁殖育成セ∴／タ

一等で21牧場あり，更に北上山系地域に畜産開発が

指向され，この種の牧場が今後増加することが予測さ

れる。山地で越冬する牧場形態にはいろいろの困難が

ある。その中でも山地での貯蔵粗飼料の大量調製がい

ろいろの制約から大きな問題である。大量調製の一部

を請負方式にすることが経営管理上有効であると考え

られるので報告して参考に供したい。

2　大量調製の問題点

大規模肉用牛繁殖経営において年間投下労働のバラ

ソスをとり貯蔵粗飼料を大量に確保することをねらい

とし，岩手畜試外山分場における草地盲主体とする肉

牛試験を基礎に，生産公社滝沢牧場における乾草調製

の請負方式の調査を行い，請負方式成立の条件につい
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て検討した。

1　投下労働のバランス

第1回に見られるように採草期間は舎飼期の約2倍

の労働が必要であり，また頭数増加が更にその差を大

きくする。冬飼いをベースにした基幹労働力では採草

期に不足し放牧監視労働を除けばサイレージ調製のオ

ペレーター人員確保がやっとの状態である。

茅1図　労働力投下の年間バランス
（岩手畜試外山分場成績より）

2　飼養規模と採草

トラクター5台体系で処理できる面軌は90王Ia，処

理日数85日の制約条件から，乾草，サイレージ，双

方処理できる規模は200－25口頭くらいではないかと

判断される（第1麦，2表）。したがってこの前後の

頭数規模は採草作業の組人員と家畜飼養管理の組人員

が均衡せず労務管理上非常に問題である。

第1表　採草可能日数

8 月 7 月 8 月 9 月 1 0 月

1 1 4 1 1 8 1 5

5 8 8 7 d

1 4 1 2 1 9 1 5 2 1

計
2 8 5 4

1 4 1 9 1 2 1 5 1 0

（岩手畜試外山分場成績より）

第2蓑　飼養規模と貯蔵粗飼料処理

成　 牛 規　 模 10 0頭 2 0 0 50 0 40 0 50 0

サイレージ 必要量
　 t
d 49 1．298 1，9 4 7 2．595 5，244

採 草 必 要 両 横
　 b a
2鼠8 回 8鼠5 1 19 5 14鼠2

処 理 必 要 日 数
18．8日 匝 司 55．9 74．8 95．2

匝 二 重 必 要 量 　 t5 5 10 8 15 9 2 15 2毎

採 草 必 要 面 積
　 ha
15．2 匝 司 81．1 8 1．5 10 1．9

処 理 必 要　 日数
12．2日 ［亘 司 5占．d 48．9 8 1．1

計
必要面積

4．㌢
90 15 0．° 200．8 25 1．1

必要 日数
50．8日

6 1．7 92．5 125．5 144．5

トラクター5台体系，産草量1番草2．5t　2番草
1．5七，給与日量サイレージ40毎，乾草5晦，
1日処理面積2．5ha

5　請負方式成立の事例

依頼者，請負者，労働力提供者の三者からなり，そ

れぞれの利益を得て成立している。俵顕著は乾草の大

量確保の要求であり，労働力提供者は農閑期に現金収

入が得たい要求がある。しかし双方のみでは成立せず

これを結びつける請負音つまりリーダーが必要である。

成立の基本となる労働力の背景は季節雇用なので農家

事情と深い関係がある。比較的規模の大きい水田単作

経営で，春秋の労働ピークを除くと，余剰労力が多い

農家である。
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労働力確保

請負方式をささえる関連事業

○野菜の買付販売
○木材の運搬
○粗殻運搬
○土工の斡旋
○その他運送

トラック所有と労力調整
に欠くことの出来ないもの

第2図　請負方式成立の関係図
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1　契約の主な内容

1）面積（1DOlla）と目標収量（810t）

2）障害物の除去と追肥

5）委託料乾草1んタ当り12円

4）作業に使用する軽油ヱ当り占円（免税）

5）乾草調製機械の無償貸与

d）操械修理費は過失でないものの公社負担

7）代金の精算は月1回，前払は800千円

8）乾草は毎日圃場で量目，品質を検収する。

2　乾草生産技術

特徴的な技術はトラクター5台，トラック4台を利

用し天候に恵まれた時，多くの労働力を集め朝早くか

ら作業を行い，日産50tと多量に処理することにあ

る。作業能率はオペレーターが比較的熟練しており水

準は高い。収納作業に特徴がある。荷降し格納に割合

時間が多く必要なのでこの作業は次の日の午前中にま

わし，トラックを沢山使用して，天険の異変にも備え

1日の労務の平均化を図り，収納量の拡大を考慮して

いる。

5　乾草生産費用と負担区分

固定的部分は依頼者が，流動的部分は請負者が負担

する方法で費用負担が行われている。t当り費用の負

担額の推計では，第5表に見られるように，依頼者が

電705円，請負者が管095円で合計18，798円で仕上が

っている。公社の乾草に対する支出は1毎当り12円

の請負支払と97円の費用負担額の合計額21．7円とな

る。自己完結型採草より5－4円高となるが採草のた

めに労働を年間雇用すればこれ以上の負担となり，管

理上むだと考えられる。

第5表　乾草生産費用と負担区分（トソ当り円）

依　 頼　 側 請　 負　 側

肥　　 料

労　　 賃

5，8 5 0

1，1 4 5

8．7 9 5

通　 勤　 費　 用 1 5 8

燃　　　　　　 料 1 5 1

修　　　　　　 理 8 2 5

材　　　　　　 料 2 2 9

機　　　　　 械 1，0 2 0

1 5 9

農　 機　 具　 庫 6 5

草　　　　　 地 2，0 0 4

資　 本　 利　 子 占4 1

計 具7 0 5 q O 9 5

合　　　 計 1 8，7 9 8

4　む　　す　　び

大規模牧場の乾草調製は労働力の季節集中があるた

め自己完結でうまく行われている例はほとんどない。

この例に見られるように米生産労働の季節性との結び

付きにおいて解決の方法があるのではないかと思われ

る。特に水田単作地帯のトラクターを持った生産組織

との結び付きは労働力問題のみならず組織所有のトラ

クターの有効利用も可能になると思われる。

冬飼いをベースにした基幹労働力による大規模牧場

の運営は乾草等を請負化することによって可能となり

経営管理上プラスの効果を上げると考えられる。

放牧用管理施設に関する1ノー2の考察

・　島崎　昌三・道後　泰治

（福島県畜産試験場沼尻支場）

1　ま　え　が　き

放牧管理のなかで，転牧時における牛群の移動，あ

るいは個別牛の捕獲は人為的に処理されている場合が

多く，多労的にならざるを得ない。また幼弱牛群の補

食のような集団給餌などについても合理的な施設が要

求される。そこで当場では現在継続している′草地を

主体とする肉用牛の集団生産実用化技術組立試験〃の

一環として，放牧牛群を省力かつ合理的に管理する方

策として，施設的な面からの検討を行い，若干の試案

を加えて施設を応用してみたので，その成果を報告す

る。

2　試　験　方　法

1　放牧方式

昭和46年度までは2－5haの中牧区輪換方式を


